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本論文では、英国の小説家 Thomas Hardy の作品における光や闇の描写と彼の悲劇的小説の中でその悲劇の中

心的な役割を担う女性達の心理的動向とその関係性に着目する。作品は、Wessex と呼ばれる田園地帯が舞台と

なっており、数多くの豊かな自然風景や人々の暮らしの情景が、精密かつ印象的な描写によって表現されてい

る。こうした描写の中において、森林地や荒野を包む暗黒や人々が灯す家の光や篝火といった描写は大きな存

在感を持っている。それは、読者に風景を強く印象付けるだけに留まらず、時に人物の内面的動向を暗示する

比喩的な役割も担っているのである。特に、女性の周辺にこうした描写は顕著に現れ、頻出し、彼女達の心理

を克明に読者に伝えている。 

空間を満たし、人々の周辺を彩る明暗が暗示するものの多くは、主に女性達に対する周囲からの抑圧に関わる

葛藤や苦悩である。作品の書かれた背景にあるヴィクトリア朝の社会において、女性は、男性に従属し、彼ら

を支え、倫理的な側面から補佐する付属的存在として捉えられていた。そして、さらに性的にも高潔で、非性

的であることを求められ、内面的にも非常に抑圧された位置にあった。そうした抑圧下にあって、女性達の身

体は、他者の欲望や願望の投影の対象であり、女性自身にとっても、抑圧、葛藤の対象でもあった。言わば、

女性達は、周囲から高潔な淑女としての姿を要請されながらも、自らの身体的に付随する性的な感覚や欲求と

そういった要請の間で葛藤を強いられたのである。Hardy の小説では、こうした女性の苦悩が描かれており、

光や闇の描写はこうした女性の内面を強く提示する機能を備えている。その機能は、作品ごとに少しずつ異な

り、様々な形式の葛藤と苦悩を示す。本稿では、彼の作品の内、The Return of the Native, The Woodlanders, 

Tess of the d’Urbervilles, Jude the Obscure の 4 作を取り上げ、それぞれ異なった視点から女性の抑圧

とそれに付随して現れる女性の身体と関わる意識と葛藤を検討する。 

 第 1章では、The Return of the Native の Eustacia Vye に焦点を当てる。彼女の周囲のあらゆる抑圧に対

して反抗的な精神とその周辺の風景に表れる篝火の光や巨大な荒野の暗黒との関係性から、彼女の身体に対す

る破壊的な衝動、感情について検討する。 

 第 2章では、The Woodlanders の主人公の一人である Grace Melbury に主として着目し、作中での光と闇に

ついて見て行く。光は主に、彼女にその身体に対して向けられる他者の視線と欲望を意識させる機能を持ち、

彼女が受容する抑圧の表象となっている。対して闇は、視線から身体を隠匿し、そうしたものに対する抵抗を

暗示するものとなっている。もう一人の主要な女性の登場人物である Marty South はこの闇に身を隠し、視線

から逃れるような行動に出ている。ここでは、この Marty と比較、対照しつつ Grace の抑圧とその中での精神

と明暗の関係に関して論じる。 

 第 3章では Tess of the d’Urbervilles の物語における主人公 Tess の性的な感情、感覚の発展、成長と彼

女の周辺の光と闇の描写の関係に注目する。ここでは、光が表す彼女の身体に内在する性的情念、闇が暗示す

る彼女の性的抑圧、身体に対する抑圧的感情について論じ、彼女の身体に対する葛藤に迫る。 

 第 4章では Jude the Obscure に登場する「新しい女性」である Sue Bridehead を中心に考察する。ここで

は、彼女の性的な感覚、情念、その身体に対する感情の表象となっている光と闇の描写と旧来の女性という文

化的な枠組みを脱しようとする彼女の持つ新たな思想との関係に注目し、世紀末に現れた「新しい女性」を背

景とする女性の葛藤と悲哀について検討する。 

以上のような考察を本稿では取り上げ、それぞれに作品において如何に光と闇は、女性達のその身に秘めた情

念や社会的要請との対決、葛藤、そして悲劇的な運命と苦悩を強調し、視覚的に読者にこの女性達の姿と精神

を強調して示す表象的効果を持っていたかということを論じた。 


